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東アジア世界史研究センター平成19年度活動報告
専修大学社会知性開発研究センター内の一組織として開設された､束アジア世界史研究センタ
ーにおいて申請していた研究プロジェクト｢古代束アジア世界史と留学生｣は､平成19年度に文
部科学省によって｢私立大学学術研究高度化推進事業｣ (オープン･リサーチ･センター整備事
莱)として選定された｡本年度はこの事業の初年となる｡
本学は､中国の西北大学に収蔵されて間もない2004年に､口本の通庸留学生であった｢井真成｣
の墓誌を同大学と共同で発見･確認した｡この墓誌の発見は日中両国の研究者に大きな衝撃を与
え､ 2005年1月には両大学の共同プロジェクトとして国際学術シンポジウムなどを開催した｡今
日までこの墓誌は多くの研究を蓄積し､それらは本研究プロジェクトの目指す留学生の交流に絞
っての東アジア世界における構造研究の基盤となっている｡
東アジアの諸地域は､それぞれの国家がそれぞれの目的をもって交流し､様々な文化･文物の
流入を期待した｡それを直接担ったのが､留学生であった｡その留学生を通して､東アジア世界
史研究に新たな方向を打ち出すべく当センターは本研究プロジェクトを立ち上げた｡このプロジ
ェクトはこうした問題関心にもとづき､ Ⅰ.秦･漢時代から帽･唐時代の中国への東アジアから
の交流･留学生の史資料上の全貌を明らかにすること､ Ⅲ.古代の東アジアの国々への影響を
｢媒介者｣を通してその歴史的意義を問いつつ解明すること､ Ⅲ.東アジア世界史について内外
の研究者と交流し､若手研究者を育成すること､ Ⅳ.研究成果を公開講座･シンポジウムを通し
て公開すること､を目指すこととした｡そのうえで本プロジェクトは､具体的には①遣唐使井真
成墓誌関係史資料の研究､ (む日本･中国･朝鮮における留学生の史資料についての研究､ ③政
治･制度･文化･思想の接触と受容からみた東アジア世界の研究､ (彰物の移動からみた束アジア
世界の研究という4つのテーマを設定して相互に研究･教育を推進する体制をとった｡
このプロジェクトの運営のために､東アジア世界史研究センターでは｢東アジア世界史研究セ
ンター委員会｣を設け､各研究テーマについての計画を策定し､進行状況を検討している｡研究
代表者は､東アジア世界史研究センター代表として委員会での議論を主導し､各研究テーマの進
捗状況と今後の計画について必要な調整を行なうとともに､東アジア世界史研究センターの上部
機関である社会知性開発研究センターに報告し､承認を得る役割を果たしている｡また､ 4つの
研究テーマのリーダーを中心に｢東アジア世界史研究センター運営小委員会｣並びに研究代表者
の補佐として事務局長を置き､各研究テーマと関連した事務の円滑な進行を期している｡
各研究者は研究を進めるとともに､研究成果を発表するために開かれる公開講座､シンポジウ
ム､および年報等の編集を分担し､東アジア世界史研究センター委員会において適宜進捗状況を
報告している｡
以上のような研究体制を土台にして東アジア世界史研究センターでは研究活動を行ない､今年
度は､その成果を公開講座･シンポジウムの開催(各1回)により､広く公開した｡それらを主
たる内容とした『年報』を発行する｡また､研究推進の補助的役割と若手研究者の育成のために
任期制助手(研究補助員)を採用することとした｡
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具体的な研究活動は､上述した｢Ⅰ.秦･漢時代から惰･唐時代の中国-の束アジアからの交
流･留学生の史資料上の全貌を明らかにすること｣について､中国･日本･朝鮮の史資料から留
学生の記事を収集する作業に努め､そのデータベース化の準備に入っている｡ ｢Ⅱ.古代の東ア
ジアの国々への影響を｢媒介者｣を通してその歴史的意義を問いつつ解明すること｣については､
公開講座において､井真成墓誌の日本と中国における研究成果を総括し､現時点での研究状況を
まとめ､その成果を公表した｡それは本『年報』に掲載されている｡ ｢Ⅲ.東アジア世界史につ
いて内外の研究者と交流し､若手研究者の育成をすること｣については､当センターの客員研究
員でもある西北大学の王推坤教授に公開講座の講演を依頼し､当センター研究員ならびに国内の
研究者との交流の機会をもった｡また若手研究者の育成については､任期制助手として3名を採
用して研究の進展させる機会を提供した｡ ｢Ⅳ.研究成果を公開講座･シンポジウムを通して公
開すること｣については､前述した公開講座とともに､シンポジウムにおいても､留学生を視点
とする乗アジア世界史の新たな可能性が論議された｡
研究環境の整備として､研究に不可欠である史料および文献の調査と収集･整理を進めるべく､
5年間を通して､日本･中国･韓国の文献史料の収集･整理に努め､それに関連する図書･備品
類の購入を進める｡
また､遣唐留学生の出航地である五島列島に窪田藍任期制助手を派遣し､調査･検討に当たら
せた｡土生田純之センター研究員と小林孝秀任期制助手を韓国-､土屋昌明センター研究員･小
笠原強任期制助手を台湾へ派遣し､史料の収集と研究者との交流を企画した｡
さらに､国内の研究者を招碑しての研究会を開催し､日本･朝鮮の留学生を中心とした視点か
らの東アジア世界史理解を深めることにし､その第1回研究会を開催した｡
本プロジェクトに関する情報発信の手段として､ Web上にホームページが開設された｡プロジ
ェクトやセンターに関する情報が掲載され､今後も随時更新していく予定であり､詳細について
は東アジア世界史研究センターのホームページをご覧頂きたい(http://www.senshu-
U.ac.jp/~offlO24/) ｡
次に公開講座､シンポジウムの開催についてであるが､公開講座は2007年10月27日に､シンポ
ジウムは10月28日に専修大学神田校舎で開催された｡ ｢井真成一日中の研究状況｣と題して開催
された公開講座では荒木敏夫氏(専修大)､矢野建一一一氏(同)､王維坤氏(中国･西北大)による
講演が行なわれた｡一一一万､シンポジウムは｢古代東アジアの国際関係と留学生｣と題して､金子
修一氏(囲学院大)､古瀬奈津子氏(お茶の水女子大)､加藤謙吉氏(成城大)､石見清裕氏(早
稲四大)､矢野建一氏(専修大)の報告が行なわれた｡公開講座､シンポジウムで報告された内
容については､本『年報』において論文として紹介されているのでご覧頂きたい｡ 27日は悪天候
にも関わらず参加者142名､ 28日も119名と両日とも大勢の参加者を得ることができ､本プロジェ
クト-の関心の高さを窺わせた｡
史に今年度は研究の進展を図るべく､ 2008年2月16日に専修大学生田校舎にて､吉滞悟氏(奈
良国立博物館)､木村誠氏(東京都立大学)､田中更生氏(関東学院大)を講師とする研究会が実
施された｡この研究会に関しても今後ホームページ等で情報を発信することにする｡
その他として､今年度は任期制助手の五島列島､韓国､台湾への出張が実施され､関係箇所の
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実地踏査や史料収集が行なわれた｡その成果の-一つとして､出張先で撮影した写真をパネル化し､
先述の公開講座･シンポジウムの会場で展示､公開することができた｡
初年度ゆえに未知な面が多々あったものの､本プロジェクトは2年目を迎えようとしている｡
来年度は公開講座のほか､海外の研究者を招待しての国際シンポジウムも控えている｡今年度の
活動を土台として､来年度の､そして5年間のプロジェクトがうまく進展していければと思って
いる｡
(1)平成19年度公開講座･シンポジウム
平成19年10月27日(土)
公開講座　｢井真成-日中の研究状況｣
司会進行
講　　演
13:00-13:30
13:30-14:40
15:00-16:10
16: 10--17:00
平成19年10月28日
シンポジウム
司会進行
講　　演
10:00-10:15
10:15-ll:15
ll :30へ12:00
12:00-12:30
13:45-14:15
14:15-14:45
飯尾秀幸(東アジア世界史研究センター研究員/専修大学教授)
荒木敏夫(東アジア世界史研究センター代表/専修大学教授)
｢東アジアの留学生と井真成｣
王維坤(乗アジア世界史研究センター客員研究員/西北大学教授)
｢中国からみた井真成墓誌の発見と最新研究｣
矢野建一(東アジア世界史研究センター研究員/専修大学教授)
｢井真成研究-その後の研究動向｣
質疑応答
(冒)
｢古代東アジアの国際関係と留学生｣
飯尾秀幸(東アジア世界史研究センター研究員/専修大学教授)
荒木敏夫(乗アジア世界史研究センター代表/専修大学教授)
｢シンポジウムのねらい｣
金子修-一一(国学院大学教授)
｢古代東アジア研究の課題-酉嶋走生･堀敏一両氏の業績に寄せて-｣
古瀬奈津子(お茶の水女子大学教授)
｢遣唐留学生と日本文化の形成｣
加藤謙吉(成城大学･中央大学兼任講師)
｢日本の遣唐留学生と渡来人｣
石見活裕(早稲田大学教授)
｢唐とトルコ人･ソグド人｣
矢野建一一一(東アジア世界史研究センター研究員/専修大学教授)
｢通庸留学生と請益生｣
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15:00-17:00　　討論
(2)研究会
平成20年2月16日(土)
第1回　乗アジア世界史研究センター研究会
報告者
着港悟(奈良国立博物館　学芸課資料室長) ｢正倉院宝物と遣唐使｣
木村誠(首都大学東京　都市教養学部教授) ｢新羅遣唐使の諸問題｣
田中史生(関東学院大学　経済学部教授) ｢遣惰便･遣唐使の(身体)｣
(3)調査報告
海夕絹周査記銀
氏　　名
用　務地
用　務先
出張日程
任期制助手　小林孝秀
韓国
慶尚南道･慶尚北遺
平成19年12月10日(月) -平成19年12月16日(冒)
出張報告
本川.張では､朝鮮半島古代の対外交流に関する研究動向を把握するにあたり､韓国慶北大学校
の朴天秀先生の研究室を訪問し､有益な情報等を得た｡また､在唐新羅人･留学生について研究
されている釜山外国大学校の権恵永先生の研究室を訪問し､韓国の研究動向について尋ねるとと
もに､来年度以降､シンポジウムを開催するにあたり､報告の依頼をした｡なお､他に新羅･加
耶､および現在発掘調査中である大田市の発掘現場(百済)を見学する機会に恵まれ､当時の対
外関係を知る上で貴重な資料を実見した｡
氏　　名　　センター研究員　土屋昌明
用　務地
用　務先
出張日程
台湾･台北
台湾大学･国家図書館
平成20年2月17日(冒) -2月20日(水)
出張報告
台湾大学文学部長の葉国良教授を訪問し､遣唐使関連の史料についての討議とともに､今後の
協力について打ち合わせた｡
葉教授は､ ｢日本｣国号の記載がある遣唐使関連史料である｢杜嗣先墓誌｣を筆記して論文に
発表している｡この史料は遣唐使関連の一次史料として最古であり､非常に重要であるが､その
実物は行方不明である｡その史料の行方と､葉教授の筆記した当時の詳細について質疑した｡ま
た､葉教授は中国古代の石刻史料研究の第一人者であり､ ｢井真成墓誌｣に対する所見を問うた｡
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さらに､本研究所が今秋予定の第二回国際シンポへの参加について意見交換をした｡
国家図書館は､台湾で最大の歴史文献の集積基地であり､中国古代の石刻史料の拓本や関連文
献が多く収められている｡そこで東アジア留学生関連の史料の状況について､初歩的な調査をお
こなって､状況把握に努めた｡
氏　　名
用　務地
用　務　先
出張日程
任期制助手　小笠原強
台湾(台北)
台湾国家図書館･国史館･中央研究院
平成20年2月23日(土) -平成20年3月2日(冒)
出張報告
2008年2月23日から3月2日にかけて､台湾の台北に出張した｡ ①台湾における古代を中心とし
た留学生研究の状況把握､ (む台湾の研究機関､博物館等に所蔵されている遺物の把握を目的とし
た本出張では､台湾国家図書館､国史館､中央研究院､中央研究院歴史語言研究所の歴史文物陳
列館や国立歴史博物館において､調査を進めた｡様々な書籍や遺物などを各研究機関において確
認することができ､台湾における留学生研究の状況を把握することができた｡本出張での成果が
今後のプロジェクトにおける研究の方向性や課題等に活かすことができればと思っている｡
氏　　名　　センター研究員　土生田純之
用　務地
用務先
出張日程
韓国
忠北大学校､慶尚北道の新羅･加耶関連遺跡(池山洞古墳ほか)
平成20年3月10日(月)から平成20年3月14日(金)
出張報告
朝鮮半島における初めての続一国家である新羅は､高句麗･百済･新羅･加耶諸小国家群の中
から勝ち抜いたものである｡近年の発掘調査の結果は､これらの国家はいずれも中国王朝との密
接な関係を有しており､その関係を軸として国家形成を進めたことが判明している｡本事業の主
旨である｢唐を中心とした東アジア世界の動向を､留学生を軸として研究する｣というテーマに
沿って､その前史である三国時代について中国との密接な関係を示している遺跡を実見し､出土
遺物を詳細に観察した｡これによって東アジア世界の中における中国の位相と朝鮮半島における
存在の意義を考究した｡また､唐の朝鮮半島における史的存在意義がどのような前史に基づいて
形成されたものであるかを検討する資料とした｡なお今回は百済･加耶地域に絞って実見した｡
国内調査記録
氏　　名　　任期制助手　窪田藍
用務地　　壱岐･対馬･福江島(五島列島)
用務先　　壱岐風土記の丘･壱岐国分寺跡･原の辻遺跡･金田城･五島観光歴史資料館･三井
楽柏崎(辞本涯碑) ･魚津崎(遣唐使寄泊の碑)等
出張日程　　平成19年8月20日(月) -平成19年8月25日(土)
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出張報告
壱岐･対馬では､遺跡や遺物等に大陸の影響が色濃く残されていることから､古代から海外通
交の最前線であるということが実際の遺跡等を見学することによって実感できた｡福江島におい
ては､遣唐使が国内で最後に停泊する地として史料にも見え､実際に遣唐使船が最後に立ち寄っ
た岬を見学した｡以ヒのように､壱岐･対馬･五島列島は､遣唐使に限らず､海外通交の要所と
して､海外の影響を残す遺跡･遺物が多数存在したことを実際に確認したことによって､研究の
進展に多大な成果が得られた｡
(4)平成19年度活動記録
平成19年
4月2日　東アジア世界史研究センター立ち上げ
4月24日　文部科学省からオープン･リサーチ･センター整備事業に選定通知
5月16日　任期制助手学内公募開始(5月22日まで)
6月5日　第1回センター会議
議題1センターの設立と研究員の構成の確認
代表と事務室長と研究員
2　プロジェクトの内容の周知
4つの研究目的と4つの研究テーマ
課題の提示(4テーマの検討すべき方法と関連性)
3　追加メンバーについて
4　今年度公開講座･シンポジウムの内容の検討
公開講座(井共成墓誌の研究段階)
シンポジウム(乗アジア世界史の概要と遣唐使派遣)
5　今年度の事業計画(史･資料の集積､データ化)
6　東アジア世界史研究センター運営小委員会の設置
構成(4つの研究テーマの各チーフ･助手と適宜に事務員)
7　任期制助手3名採用のための公募実施(7月1日付け採用)
助手採用者推薦を運営小委員会に一任
6月26日　第1回運営小委員会
内容　任期制助手候補者3名の決定
6月29日　任期制助手辞令交付
7月1日　任期制助手採用
7月2日　第2回運営小委員会
内容　任期制助手との打ち合わせ(勤務場所･時間･内容など)
7月17日　第3回運営小委員会
内容　公開講座の日程･時間･場所･講師･テーマ案の決定
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シンポジウムの日程･時間･場所･報告者･テーマ案の決定
上記2行事のパンフレット､ポスター作製打ち合わせ
7月24日　第2回センター会議
議題1第1回公開講座･シンポジウムについての提案
日程･時間･場所･講師･報告者･テーマ
2　助手国内出張の承認(窪田藍助手が壱岐･対馬･五島列島に出張)
3　予算執行について(備品･図書･消耗品などの購入)
諸報告　留学生をどのようにとらえるか(荒木敏夫)
講演者･報告者-の依頼について
8月24[]　第4回運営小委員会
内容　公開講座･シンポジウム関連事務の計画立案
講演者･報告者の承諾
ポスター･パンフレットの発注について(発注元･デザイン)
開催案内状の発送について
アンケートの作成
8月20日　国内出張(8月25日まで)
任期制助手　窪田藍
出張先　壱岐･対馬･五島列島
10月12日　第5回運営小委員会
内容　公開講座･シンポジウム打ち合わせ
当日のスケジュール･役割分担案の決定
10月16日　第3回センター会議
議題1公開講座報告順の変更
2　公開講座･シンポジウム準備･当日の役割分担
3　購入図書について
4　助手の海外出張承認
来年度のシンポジウム関連(小林孝秀助手が韓国に出張)
諸報告　平成19年度補正予算の承認
10月23日　第6回運営小委員会
内容　公開講座･シンポジウム打ち合わせ
レジュメ印刷･会場設営案･受付方法
10月27日　第1回　公開講座　　　神田校舎7号館731教室
10月28日　第1回　シンポジウム　神田校舎7号館731教室
11月6円　第7回運営小委員会
内容　『年報』第1号の構成案
表紙･扉･発行部数･送付者･枚数制限･総頁数など
11月13日　第8回運営小委員会
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内容　来年度の予算
研究会を設置
研究会実施案(2月)場所･報告者3名依頼
11月20日　第4回センター会議
議題1年報の構成案
2　今年度の予算執行について
3　研究会の設置と2月実施･報告者の承認
4　購入予定図書の承認
諸報告　来年度予算案の確定
12月10日　海外出張(12月16日まで)
任期制助手　小林孝秀
出張先　韓国
12月18日　第9回運営小委員会
内容　クリアファイルのデザインについて
『年報』入稿状況
平成20年
1月11日　第10回運営小委員会
内容　『年報』入稿状況と構成の確認
1月15日　第11回運営小委員会
内容　研究会の日程･場所･スケジュールの確認
『年報』の校正について
2月16日　第5回センター会議
議題1研究員･任期制助手の海外出張承認
土屋昌明研究員の台湾(来年度のシンポジウム関連)
小笠原強任期制助手の台湾(研究テーマ関連)
土生田純之研究員の韓国(研究テーマ関連)
2月16日　第1回研究会開催　生田校舎10号館10205教室
2月17日　海外出張(2月20日まで)
センター研究員　土屋　昌明
出張先　台湾
2月23日　海外出張(3月2日まで)
任期制助手　小笠原強
出張先　台湾
3月10日　海外出張(3月14日まで)
センター研究員　土生田　純之
出張先　韓国
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